
する組合との交渉は難航し、主張は平行線をたどって妥結に至らず、
9月10日、組合はストライキ権を確立、13日からは指名ストに入った。
その後、時限スト・全日ストと争議は長期化した。
　この争議による影響は全県に及び、県内には早期解決を望む声が高
まった。10月27日から地方労働委員会会長※6 の仲介による労使頂上
会談が夜を徹して続けられ、ついに11月4日、スト突入以来53日ぶり
に解決した。

　事務に関しては、創立当初「暫定事務の大綱」が制定されたが、同じ
事務でも営業店によって異なるケースがあり、統一した事務取扱基準
の制定が望まれた。そこで、1955（昭和30）年、事務取扱基準「計算編」

「為替編」「出納編」の3編を制定し、63年までに7編の基準を逐次制定
した。
　事務の機械化では、58年12月に普通預金会計機を4か店に導入、
59年2月からユニットシステム（テラーを中心とする小単位で受付・
出納事務を完結する方式）が開始された。60年2月からは普通預金会
計機の機種を切り替え、全店に導入していった。このほか当座預金会
計機、電動計算機、硬貨計算機、複写機など各種の事務機械が営業店
に設置され、事務の正確化・迅速化・合理化が図られた。

　個人預金増強のため、1958（昭和33）年「千銀リレー定期預金」（自
動継続定期預金）、59年「千銀積立定期預金」、61年「千銀住宅積金」「期
日指定預金」などの新種預金を相次いで発売した。62年4月には「県内
で集めた預金は県内への貸出金として還元する」とした「千葉県振興
定期預金」の募集を開始し、予想以上の反響を得た。
　一方、融資は60年以降、年20％前後で増加した。これは、県内中小
企業のさまざまな資金需要に対し、県の制度融資や信用保証協会保証
などを積極的に活用したこと、また京葉工業地帯への進出企業や関連
取引先などとの融資取引拡大の努力が功を奏したためであった。
　業種別貸出残高シェア（63年9月末）で見ても、鉄鋼・金属・機械・化

学などが全体の約33％（51年3月末16％）を占め、こ
れまで千葉県の主要産業であった食料品製造業は約
10％（同20％）となり、京葉工業地帯の発展による県
の産業構造の変化に伴い、貸出内容も大きく変化した。

創立20周年と総預金1,000億円達成

　1963（昭和38）年3月、当行は創立20周年を迎えた。これを機に大
久保頭取は経営再建を果たしたとして退任し、大久保と同時期（58年
5月）に日本銀行人事部長から当行に招聘され、当時副頭取となってい
た岩

い わ き
城長

ながやす
保が頭取に就任した。全役職員の再建努力によって預金の低

迷から脱却した当行は、61年3月末に預金500億円を達成し、続いて
63年9月末に1,000億円の大台を突破した。

事務の近代化

個人預金増強と融資の推進

1943（昭和18）–1962（昭和37）

創立20周年のチラシ

岩城頭取

預金・貸出金の推移

※6　地方労働委員会…労働者と使用者間で
起きた紛争を解決するための公正・中立な行
政機関であり、各都道府県に設けられた。

28 29第1部　第1章　千葉銀行創立と戦後の再建整備

　1960（昭和35）年1月、行内報「ちばぎん」が創刊された。創刊
号は、当時の社内報としては珍しいカラーの表紙で豪華なものだっ
た。月刊であったものの、専任の担当者がいなかったこともあり、
61年6月発刊の7号でいったん途絶えてしまった。
　その後、62年夏に編集委員会がつくられ、1年余りのブランクを
経て10月に復刊、専任担当者（現在は広報CSR部が所管）を置い
て、ひと月の欠号もなく現在に至っている。
　2012（平成24）年2月、創刊以来52年を経て600号が発刊さ
れた「ちばぎん」だが、「リレーエッセイ」や3歳（創刊時は2歳）の
誕生日を迎えた職員の子どもの写真を掲載するコーナーなど、創
刊時から引き継がれているものもある。

行内報の創刊 column5

「ちばぎん」600号

（億円）

（年3月末）
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制定当時の事務取扱基準

千葉県振興定期預金証書




